
写真部門（応募総数17作品）

最優秀賞

卵焼きをしている様子をカメラで撮りました。

審査員からのコメント…バンダナをまいて卵焼き
をする楽しそうな表情が良かったと思います。他
にも男の子の料理に取り組む作品がありました
が、スナップ写真は主役の表情が大きなポイント
ですので選ばれました。フライパンの卵がもう少
し見えたらもっと良くなるでしょう。

卵焼き　  大石　悠生 （第六中・２年）

優 秀 賞

赤ちゃんのお世話に忙しいママのため、最近
お手伝いを頑張ってくれる長男とパパ。この
日は二人でゆで卵の殻をむいてくれました。

目指せ、お料理男子！
　　　　　　　　 石川　はる香 （松波）

お母さんに教えられながら、弟が初め
てメロン１玉を切り分け中。
大好きなメロン、きれいに切れるかな。

ドキドキ
　　　池野　愛梨 （第二中・３年）

入　  選 入　  選 入　  選

入賞作品総評入賞作品総評入賞作品総評

審査員一覧

山形市男女共同参画審議会会長　山形大学男女共同参画推進室准教授 井上　榮子
山形市男女共同参画審議会委員　山形市立宮浦小学校校長 秋葉　典子
山形市男女共同参画審議会委員　山形市女性団体連絡協議会 廣部　公子
山形市写真連盟会長 軽部治悠紀
山形市企画調整部長 伊藤　浩之
山形市企画調整部男女共同参画センター所長 草苅　早苗

（順不同、敬称略）

発行／令和元年10月　編集／山形市企画調整部男女共同参画センター 山形市城西町二丁目２番22号 TEL.023－645－8077

男女共同参画に関する作品

男女共同参画都市宣言
社会のあらゆる場で　男女の人権は　互いに尊重されることが必要です

私たち山形市民は　真のパートナーシップの実現を目指し
さまざまな分野に　男女が平等に参画できる社会を創ります
次代を担う子どもたちに　ともに信頼し支え合う大切さを伝え

市民一人ひとりが　力強く歩み続けることを誓い
ここに　山形市は　男女共同参画都市の宣言をします

平成10年９月　山形市

令
和
元

年度
　男
女共同参画宣言都市事
業

入賞作品集入賞作品集
一行詩部門＆写真部門

フリーマーケットに出店している夫婦ですが、
販売は奥さんがメインで、旦那さんは、子守り
がメインになっていて、微笑ましかったです。

理想の夫婦
　　　渡辺　和哉 （沼木）

ボランティア精神で協力して草むしり
している姿を撮りました。

ボランティア精神
　   髙橋　ひかり （第六中・２年）

井上 榮子 審査員代表（山形市男女共同参画審議会会長　山形大学男女共同参画推進室准教授）
　今年度の応募作品は、一行詩部門の大学・一般の部で305作品、中学・高校の部で1,695作品、写
真部門で17作品でした。大学生の一行詩の応募は最多となりましたが、写真部門の応募が少なかった
ので、来年度は奮って参加してください。思いを込めた作品を寄せていただいたことに感謝し、入賞者
の皆様にお祝いを申し上げます。一行詩では、個性の尊重、性別役割、男女の協力などに関する力強い
作品に加え、LGBTをテーマにした作品がありました。昨年度、山形市は「LGBT対応サポートハンドブッ
ク」を作成しており、理解がさらに広がることを期待します。また、今年話題になった「女性のハイヒー
ル」を取り上げた作品もありました。この問題のように、差別の自覚はなくとも、「あたりまえ」の中に「無
意識の偏見（バイアス）」が潜んでいます。そのような問題を発見し、一行詩や写真で表現することにチャ
レンジしてみてください。

佐藤 孝弘 山形市長
　山形市では、平成10年９月に県内初、全国で14番目となる「男女共同参画都市宣言」を行い、平成
25年３月には男女共同参画推進条例を制定し、「男女共同参画のまち山形」の実現に向け、様々な事業
に取り組んでまいりました。
　男女共同参画に関する作品の募集は、こうした取組の一環として平成13年度から毎年実施しており、
今回で19回目となります。回を重ねるに連れ市民の皆様への周知が広がり、今回も幅広い年代から数
多くの作品をお寄せいただきました。特に一行詩部門では、大学・一般の部において大学生からの応募
が大幅に増え、中学・高校の部でも多くの学校でクラス・学年をあげて意欲的に取り組んでいただきま
した。ご応募いただいた皆様方、また学校関係者の方々に対し、心より感謝を申し上げます。
　このたびの入賞作品では、男性が家事・育児に参画している日常、女性活躍推進への思い、性別にと
らわれず個性を大事にしたいという強い意志など、表現されるテーマや内容は非常に多岐にわたってお
ります。一方、いずれの作品におきましても山形市における男女共同参画に対する意識の高まりを強く
実感し得るものであり、大変嬉しく、また頼もしく感じております。
　こうした取り組みを通して、市民の皆様の男女共同参画に対する理解がさらに深まり、誰もが個性と
能力を発揮できる「男女共同参画のまち山形」の実現に着実に繋がっていくことを願っております。

審査員からのコメント…ゆで卵の皮むきを指導す
るお父さんと少し緊張気味のボクの表情がとても
良いです。大きな手と小さな手の共同作業も微笑
ましいです。たくさんの家族のアルバムの中でも
傑作の一枚になるでしょう。



一
行
詩
部
門
大
学
・一
般
の
部
（
応
募
総
数
305
作
品
）

一
行
詩
部
門
中
学
・
高
校
の
部
（
応
募
総
数
1,695
作
品
）

最
優
秀
賞

君
に
で
き
て
僕
に
で
き
な
い
こ
と
。

僕
に
で
き
て
君
に
で
き
な
い
こ
と
。

教
え
合
お
う
。
一
緒
に
や
ろ
う
。

き
っ
と
、
そ
の
ほ
う
が
楽
し
い
ん
だ
か
ら
。

　
　
　
　

渡
部　

大
空 

（
東
北
文
教
大
学
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト…

人
々
の
理
想
の
形
を
実
現
可
能
な
易

し
い
言
葉
で
表
現
し
た
こ
の
作
品
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
作
品
の
よ
う
な
形
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、
平
和
で

人
権
を
認
め
合
い
、
楽
し
く
支
え
合
う
社
会
が
実
現
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

優
秀
賞

私
の
考
え
る
対
等
と
貴
方
の
考
え
る

対
等
は
異
な
る
よ
う
で
す
が

少
し
ず
つ
摺
り
合
わ
せ
て
い
け
た
ら

素
敵
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

荒　

真
里
奈 

（
山
形
大
学
）

最
優
秀
賞

私
は
す
ご
く
不
器
用
だ
か
ら
、
家
庭
科
は
苦
手
。

料
理
や
さ
い
ほ
う
は
特
に
苦
手
。

「
女
子
力
低
い
ね
。」「
そ
れ
で
い
い
の
？
」

周
り
の
人
か
ら
よ
く
言
わ
れ
る
。

で
も
私
は
思
う
。

女
子
力
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
ほ
う
が
も
っ
と
大
事
で

も
っ
と
誇
ら
し
い
こ
と
だ
っ
て
。

　
　
　
　
　

齋
藤　

菜
々
香 

（
第
二
中
・
２
年
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト…

人
間
の
能
力
や
性
質
を
表
す
言
葉
に

「
女
」「
男
」と
い
う
性
別
を
付
け
る
の
は
も
う
や
め
ま
し
ょ
う
。
誰

か
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
女
性
像
や
男
性
像
が
、
人
間
そ
の
も
の

の
生
き
方
を
不
自
由
な
枠
に
は
め
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

優
秀
賞

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
。

君
の
周
り
に
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

怖
く
て
言
え
な
い
人
だ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
今
私
達
が
、
そ
ん
な
世
の
中
を

変
え
て
い
く
べ
き
な
ん
だ
。

変
え
て
い
く
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

森
居　

莉
那 

（
第
七
中
・
１
年
）

優
秀
賞

家
事
に
子
育
て
、
女
の
仕
事
？

家
族
を
支
え
る
、
男
の
仕
事
？

一
緒
に
子
育
て
、
笑
顔
が
増
え
る

一
緒
に
支
え
る
、
安
心
で
き
る

一
緒
に
す
る
こ
と
で
で
き
る

〝
愛
〝
の
輪

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

愛 

（
金
井
中
・
３
年
）

優
秀
賞

女
性
へ
の
Ｄ
Ｖ

「
女
は
男
の
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
」

痛
み
を
我
慢
し
な
い
で

助
け
を
求
め
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

な
つ
み 

（
商
業
高
・
３
年
）

優
秀
賞

ど
う
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
こ
う
？

女
性
だ
か
ら
と
目
標
が
絶
た
れ
る
の
は

耐
え
ら
れ
な
い
。

公
私
と
も
に
充
実
し
た
日
々
の
た
め
に

ま
ず
は
あ
な
た
と
話
が
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

山
田　

早
紀
子 

（
山
形
大
学
）

イ
ク
メ
ン
な
ん
て
言
葉
な
く
な
れ
ば
い
い
。

女
性
が
や
っ
て
も
す
ご
い
な
ん
て
言
わ
れ
な
い
の
に

「
男
性
で
育
児
し
て
る
の
、
す
ご
い
！
イ
ク
メ
ン
だ
ね
。」

世
の
中
の
頑
張
っ
て
い
る
女
性
は

評
価
さ
れ
な
い
時
代
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

広
大 

（
東
北
文
教
大
学
）

入　

  

選

好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ
け

色
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

人
の
目
な
ん
て
気
に
せ
ず

性
別
な
ん
て
気
に
せ
ず

自
分
ら
し
く
歩
み
た
い

　
　

白
幡　

美
菜
子 

（
山
形
大
学
）

入　

  

選

こ
れ
か
ら
も
配
慮
は
必
要

こ
れ
か
ら
は
固
定
観
念
は
不
要

　
　
　

古
谷　

浩
子 

（
山
形
大
学
）

入　

  

選

三
食
昼
寝
付
き
と
思
い
、
専
業
主
夫
デ
ビ
ュ
ー

あ
あ
、
大
変
、
や
る
こ
と
多
く
て
グ
ッ
タ
リ
だ

家
族
か
ら
歌
が
オ
ン
チ
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
認
め
る
よ

で
も
、
料
理
下
手
と
は
言
わ
れ
た
く
な
い
、
頑
張
る
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
谷
川　

聡
美 
（
緑
町
）

入　

  

選

ヒ
ー
ル
・
パ
ン
プ
ス
の
強
要
っ
て

女
性
に
何
を
望
ん
で
い
る
の
？

対
等
に
働
き
た
い
の
に

こ
ん
な
所
で
つ
ま
ず
く

疑
問
を
持
つ
こ
と
か
ら

社
会
の
意
識
が
変
わ
り

改
革
が
は
じ
ま
っ
て
い
く

　
　
　
　
　

横
尾　

峰
子 

（
寿
町
）

入　

  

選

育
児
、
し
っ
か
り
し
て
ま
す
か
？

ま
か
せ
っ
き
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

話
を
き
い
て
あ
げ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
は
ち
ゃ
ん
と

『
お
父
さ
ん
』に
な
れ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

大
沼　

優
衣 

（
第
五
中
・
３
年
）

入　

  

選

『
男
性
ト
イ
レ
に
オ
ム
ツ
交
換
台
が
な
い
』

『
ミ
ル
ク
を
つ
く
っ
て
飲
ま
せ
た
く
て
も
授
乳
室
は
女
性
の
み
』

イ
ク
メ
ン
に
な
り
た
く
て
も
不
便
な
現
状
。

弟
と
よ
く
出
か
け
る
父
が
困
っ
て
い
る
。

イ
ク
メ
ン
を
増
や
す
に
は
も
っ
と
設
備
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

理
恵 

（
第
七
中
・
１
年
）

入　

  

選

社
会
の
授
業

「
昔
は
、
男
が
働
い
て
、
女
が
家
事
を
し
て
い
た
が
、

今
は
女
性
も
働
い
て
い
ま
す
。

で
も
、
平
均
年
収
は
、
男
性
五
二
○
万
に
対
し
、

女
性
が
二
八
○
万
で
す
。」

こ
れ
を
聞
い
て
お
ど
ろ
い
た
。

男
女
で
二
四
○
万
も
違
う
な
ん
て
・
・
・

　
　
　
　
　

安
達　

心
美 

（
第
八
中
・
３
年
）

入　

  

選

男
性
は
ｍ
ａ
ｎ

女
性
は
Ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ

男
女
の
違
い
は「
Ｗ
Ｏ
」

社
会
に
は
び
こ
る
男
女
差
別
を

「
Ｗ
Ｏ
」（
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｏ
ｕ
ｔ
）

し
て
い
き
た
い
な

　
　

三
澤　

理
史 

（
商
業
高
・
３
年
）

入　
  

選

男
と
女
が
も
っ
と
一
緒
に
働
け
ば
、

新
し
い
知
恵
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

男
女
平
等
な
社
会
の
方
が
、

様
々
な
問
題
も
減
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

男
の
人
が
上
な
ん
て
考
え
は
も
う
古
い
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

千
渚 

（
第
五
中
・
３
年
）

佳　

  

作

父
が
、

台
所
で
料
理
し
て
い
る
。

洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
。

ご
み
出
し
し
て
い
る
。

そ
ん
な
日
常
を

私
は
素
敵
だ
と
思
う
。

　
　

阿
部　

未
來 

（
第
七
中
・ 

１
年
）

佳　

  

作

性
別
で
差
別
し
な
い
で
。

今
日
も「
自
分
ら
し
く
」輝
い
て
。

や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
。

　
　

渡
辺　

菜
穂 

（
第
十
中
・ 

１
年
）

佳　

  

作

家
事
・
育
児

母
親
、
父
親
関
係
な
く

チ
ー
ム
プ
レ
イ

　
　

板
垣　

彩
乃 

（
高
楯
中
・ 

３
年
）

佳　

  

作

誰
が
や
る
？

な
ん
て
迷
わ
ず
に

老
若
男
女
気
づ
い
た
人
が
や
れ
ば
い
い

　
　

中
嶋　

伶
里
愛 

（
山
寺
中
・ 

３
年
）

佳　

  

作

強
く
て
や
さ
し
い
女
の
子

や
さ
し
く
て
強
い
男
の
子

令
和
も
こ
れ
だ
ね
！

　
　

岡
崎　

泰
知 

（
蔵
王
第
二
中
・ 

２
年
）

佳　

  

作

い
び
つ
な
形
の
葉
で
さ
え
も
、
お
ぎ
な
い
合
え
ば

一
つ
の
大
き
な
木
に
な
る
よ
う
に

男
女
の
能
力
お
ぎ
な
い
合
え
ば

一
つ
の
す
て
き
な
社
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

  

岡
部　

歩
未 

（
商
業
高
・ 

３
年
）

佳　

  

作

小
さ
な
声
が
聞
こ
え
る

女
で
も
で
き
る
よ

な
め
な
い
で

　
　

小
野　

美
優 

（
山
形
学
院
高
・ 

３
年
）

佳　

  

作

保
育
士
・
看
護
師

女
性
の
方
が
む
い
て
い
る
？

消
防
士
・
警
察
官

男
性
の
方
が
む
い
て
い
る
？

そ
ん
な
考
え
は
違
う
と
思
う

そ
の
仕
事
が
好
き
な
人

や
る
気
が
あ
る
人
が

一
番
む
い
て
い
る
人

　
　
　
　
　

五
十
嵐　

湖
々 

（
第
八
中
・
１
年
）

入　

  

選

先
進
国

ど
ん
ど
ん
進
む　

共
同
参
画

日
本
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
る

女
性
に
も
っ
と
チ
ャ
ン
ス
を
！

皆
で
つ
く
ろ
う

よ
り
よ
い
社
会

明
る
い
未
来

　
　
　
　
　

櫻
井　

萌
果 

（
山
大
附
属
中
・
３
年
）

入　

  

選

今
日
は
授
業
参
観
。

周
り
は
全
員
お
母
さ
ん
。

お
父
さ
ん
は
僕
一
人
。

お
父
さ
ん
だ
っ
て
、
子
ど
も
の
成
長

み
た
い
の
で
す
。

他
の
お
父
さ
ん
も
来
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　

佐
藤　

麻
央 

（
山
大
附
属
中
・
３
年
）

入　

  

選

男
女
が

協
力
す
る
社
会
、

平
等
に
活
動
す
る
社
会
が

当
た
り
前
の
社
会
。

僕
ら
の
力
で
、

未
来
を
明
る
く
し
て
い
こ
う
。

　
　

安
部　

遥
斗 

（
山
形
聾
学
校
中
学
部
・
３
年
）

入　

  

選

な
ぜ
正
装
の
と
き
は
ヒ
ー
ル
な
の
？

ヒ
ー
ル
を
履
か
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
と

私
も
＃
Ｋ
ｕ
ｔ
ｏ
ｏ
に
賛
同
す
る

　
　
　
　
　

高
橋　

想 

（
商
業
高
・
３
年
）

入　

  

選

平
日
公
園
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ひ
い
て
い
る

よ
く
見
る
あ
の
お
じ
さ
ん

「
男
で
育
休
・
・
・
。」

な
ん
て
指
差
さ
れ
て
い
て
悲
し
く
な
る

何
が
悪
い
ん
で
す
か
？

　
　
　
　
　

日
景　

優
希 

（
商
業
高
・
３
年
）

入　

  

選


